
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

令和 4年度(2022年度)  

 

ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組に関する 
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～2030年までの 48％削減、 

 

      2050年までの「実質ゼロ」に向けて～ 
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 ＜令和４年度の主な取組＞ 

 

○ 市町村の脱炭素化に向けた取組を進捗に応じて支援 

○ 省エネルギーや新エネルギーの開発・導入に関する取組

を支援 

○ ＣＯ２排出量の見える化により、道民・事業者の脱炭素

化の意識醸成や行動変容を促進 

○ 道自らも庁舎のＺＥＢ化や次世代自動車導入を推進 

 
 

 

 

 

 

 

 

この報告書は、北海道地球温暖化防止対策条例第７条の規定に基づき、

令和４年度（2022年度）におけるゼロカーボン北海道の実現に向けた取組

に関して講じた施策について報告を行うものです。 
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